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スプリットルック���画像の相互相関を用いた
船舶検出のシミュレーションと�������� データへの応用
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要約

　本論文の目的は、合成開口レーダ（��������� �	�
��
� ��
� ���）のスプリットルック
処理を使って生成された �セットの画像間の相関特性を利用して船舶を検出するアルゴリズム
の開発である。本研究で提案する検出法は �画像間の相関性を利用するため、従来の強度を利
用する方法では困難とされていたノイズに埋もれた船舶画像の検出も可能である。
���はコヒーレントなシステムなので、画像にはスペックルと呼ばれる揺らぎの非常に大き

なノイズを含まれる。このノイズ軽減処理の１つがスプリットルック処理である。スプリット
ルック処理とは合成開口長をいくつかのサブ開口に分割し、各々の開口で独立にスプリットルッ
ク画像を生成する。これらの画像は異なる角度から同一の領域を観測しているのでスペックル
には相関性が無く、船舶のような確定論的ターゲットには相関性があるという特徴をもつ。ルッ
ク画像間の加法平均をとればランダムな値を持つスペックルは低減され、確定論的ターゲット
は強調される。これがスプリットルック処理の原理である。
本検出法は２セットのスプリットルック画像を使用する。各画像の同一領域を小さな範囲

������� �������で切り出し相互相関関数（�
������

������ ��������� ���）よりその範囲
の相関値を求める。������ ������を１ピクセルずつずらしながら画像全域で相関値を求め、
その相関値をピクセル値とした画像 �相関画像�を生成する。スプリットルック画像で相関性の
あるターゲットは、相関画像の同じ位置で高いピクセル値として得られれる。そして相関画像
のノイズとターゲットを区別するために閾値を設け２値化しターゲットを検出する。
本研究では、まず本手法のシミュレーションを行い、検出可能なターゲットサイズと最適な

������ ������サイズを求めた。シミュレーションではスプリットルック画像の相関特性をも
つスペックル画像生成しターゲットを検出した。その結果、ターゲットサイズが約 ��× ��ピ
クセル以上であれば検出可能で、ターゲットと同サイズの������ ������が最適であるとい
う結果が得られた。そして、本手法を��
��画像へ適用したところ、スプリットルック画像
で船舶のあった場所で高い相関値が得られ、船舶の検出に成功した。また、船舶画像の強度を
ノイズと同レベルまで低下させた画像を生成し本手法を適用したところ、低い相関値ではあっ
たが船舶を検出することができた。

�


